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みやぎの福祉の情報誌

風神雷神
■ 作者：社会福祉法人なかつうみ会（気仙沼市） 
　　　　恵潮苑デイサービスセンター利用者の皆さま
利用者の皆さまに少しの時間を見つけては、お花紙を
小さく丸めて頂き、２年をかけて完成しました。壁に
貼ったときの皆さまの顔がとても輝いていました。

CONTENTS
（主な内容）

特集
認知症介護家族への支援について

不登校児・高校中退者の学習支援
Heart＆Works

ひと・まち・こころ

ちいきをつ・な・ぐP2

復興宮城のいまP10

市町村社協のここがイチオシ！P9

みやぎいきいきシニアだより
相談Q＆A

P11

県社協掲示板P12

P4

P6

キラリ☆仕事人P7

P8

「福祉みやぎ」は宮城県社協のホームページでもご覧になれます。また、ご意見、ご感想、とりあげて欲しいテーマなどをお寄せください。表紙の作品も募集しています。

下記の方々から、本会に寄附金をいただきました。
温かい真心に感謝申し上げます。(平成29年12月8日現在)

平成29年11月7日　株式会社ブリッジさまより
社会福祉事業のために…………………………… 69，967円
平成29年12月5日　株式会社ブリッジさまより
社会福祉事業のために…………………………… 65，113円

県 社 協 掲 示 板 I n f o r m a t i o n

　平成29年11月21日、第63回宮城県社会福祉大会が、民生委員制度創設100周年も併せて開催され（主催：宮城県
社会福祉協議会、宮城県共同募金会、宮城県民生委員児童委員協議会、宮城県身体障害者福祉協会、宮城県手をつな
ぐ育成会、宮城県里親なごみの会、宮城県障がい者家族連合会、共催；宮城県）、約1,000余名が参加されました。
　社会福祉関係者が一堂に介し、第一部では永年の功績を称え1,235人（内、出席者620人）が表彰され、第二部で
は『心と身体の健康へ「がんばらない」けど「なげださない」』と題し、鎌田實さんの記念講演が行なわれました。

　10月から11月にかけて4回にわたり、「障害者支援施設 宮城県船形コロニー」「特別養護老人ホーム 和風園」にお
いて、丸幸自動車工業株式会社様にご協力いただき、福祉車両の講習会を行ないました。
　車椅子を乗せて移動する福祉車両について、基礎知識から車種による違い、乗車時の安全確認など実際の福祉
車両を使っての演習と、全国の社会福祉法人
内の事故データ紹介など、講義形式による安
全運転講習を行なっていただきました。今回
の講習会で再確認したこと、新しく学んだこ
と、参加職員それぞれにとって実りある講習
会となりました。今回残念ながら参加できな
かった職員に対しても、施設内で情報共有を
行ない、職員一同、利用者さまの安全と事故
のない運転について一層気を引き締めて参り
ます。
　今回講習会にご協力いただきました丸幸自
動車工業株式会社様には、心より感謝申し上
げます。

　平成29年9月12日、宮城県保健福祉部社会福祉課
に提出した、国及び宮城県に対する要望書の回答が
平成29年11月6日付けで届きました。
　届いた回答は、宮城県社会福祉協議会ホームペー
ジでご覧になれます。

平成２９年度福祉施策に対する要望書
の回答をいただきました

第６３回 宮城県社会福祉大会が開催されました！

福祉車両の講習会が開催されました

お問合せお問合せ
社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 TEL022－225-8476
三井住友海上火災保険株式会社 TEL022－221-3171
株式会社オンワード･マエノ TEL022－762-9915

宮城県内の福祉施設・介護事業者向けの総合補償制度

宮城県地域福祉総合補償制度をご利用下さい
ポイント1
社会福祉協議会の会員
である社会福祉施設、介
護サービス事業者が加
入できます。

ポイント2
地元宮城県で加入手続き・事
故対応・その他アフターフォロ
ーを行いますので安心です。

ポイント3
団体制度のため、有利な
団体割引が適用されてお
ります。（一部適用外）

※この制度の各補償は宮城県社会福祉協議会が保険会社と締結した保険約款により行います。

ご不明の点は
お問合せくだ
さい！

温かい真心をありがとうございます



「福祉みやぎ」は、全ページの下部隅に「ＳＰコード」を入れています。これを専用の読み取り装置「スピーチオ」に通すと、
紙面に印刷された活字の情報を音声で聞くことができます。高齢者や視覚障害者の方の情報手段として有効です。

に
支
部
が
あ
り
会
員
は
一
万
一
千
人
を
超

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
結
成
さ
れ
た

当
時
、
認
知
症
は
「
痴
呆
」
と
呼
ば
れ
、

介
護
保
険
も
な
く
、
介
護
家
族
の
苦
労
は

大
変
な
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
苦
し
み
の

中
か
ら
家
族
の
会
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
仲

間
同
士
が
励
ま
し
あ
い
、
助
け
合
っ
て
介

護
へ
の
勇
気
を
わ
か
せ
個
人
や
家
族
の
力

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
、

社
会
の
支
援
を
訴
え
て
来
た
の
で
す
。

　
家
族
の
会
が
結
成
以
来
、
大
切
に
し
て

き
た
活
動
の
三
本
柱
は
、「
つ
ど
い
」、「
会

報
」、「
相
談
」
で
す
。
こ
れ
は
当
事
者
同

士
が
つ
な
が
り
、
励
ま
し
合
い
助
け
合
う

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
活
動
だ
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
認
知
症
の
人
の
介
護

は
、
家
族
だ
け
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
、

ど
う
し
て
も
社
会
的
に
支
え
る
制
度
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
結
成
以
来
一
貫
し

て
介
護
保
険
の
充
実
強
化
を
求
め
、
国
や

地
方
自
治
体
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
九
年
四
月
、
京
都
市
で
国
際

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
国
際
会
議
が
開

催
さ
れ
、
家
族
の
会
が
中
心
的
な
役
割
を

担
い
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
認
知
症
の

人
が
主
人
公
と
い
う
大
き
な
流
れ
を
つ
く

り
、日
本
に
お
い
て
も
世
界
に
お
い
て
も
、

認
知
症
の
本
人
、
家
族
、
支
援
者
、
そ
し

て
市
民
に
と
っ
て
、「
と
も
に
新
し
い
時

代
へ
」の
大
き
な
第
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

宮
城
県
支
部
の
活
動
状
況

一 「
つ
ど
い
」を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
定
例
の
つ
ど
い
（
お
悩
み
相
談
会
）」

を
毎
月
一
回
、
仙
台
市
（
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

プ
ラ
ザ
）
で
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
白
石

市
・
気
仙
沼
市
・
角
田
市
・
山
元
町
で
も

月
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
若

年
期
認
知
症
の
方
の
つ
ど
い
（
翼
）」
を

毎
月
二
回
、
仙
台
市
（
泉
区
南
光
台
市
民

セ
ン
タ
ー
）で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
新
た
に
「
看
取
り

終
え
た
方
の
つ
ど
い
（
こ
う
さ
て
ん
）」

を
年
四
回
（
六
月
・
九
月
・
十
二
月
・
三

月
）、
仙
台
市
（
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
）

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
宮
城
県

と
共
催
で
「
移
動
相
談
会
」
を
県
内
数
市

町
村
で
開
催
し
、
仙
台
市
と
共
催
で
各
区

で
「
介
護
講
座
・
相
談
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
仙
台
市
の
一
部
地
域
で

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

二 �「
宮
城
県
支
部
の
会
報
」
を
毎
月
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
「
つ
ど
い
」
に
出
席
で
き
な
い
方
々
の

た
め
に
、
つ
ど
い
で
話
合
わ
れ
た
内
容
・

会
員
の
意
見
・
介
護
体
験
・
お
知
ら
せ
等

の
情
報
を
毎
月
会
報
と
し
て
発
行
し
て
い

ま
す
。

三 �

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
電
話
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

支
部
事
務
局
で
電
話
相
談
（
宮
城
県
及
び

仙
台
市
の
委
託
事
業
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
は
家
族
の
会
の
世
話
人
（
介
護
体
験

者
）
が
交
替
で
当
っ
て
い
ま
す
。【
右
記

は
電
話
相
談
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
す
】

（
※
電
話
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
を
守
り

ま
す
）

四 

そ
の
他
の
主
な
活
動

　
毎
年
九
月
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

に
合
わ
せ
て
認
知
症
の
正
し
い
認
識
と
理
解

を
深
め
る
た
め
講
演
会
の
開
催
や
県
内
各
地

（
仙
台
市
・
石
巻
市
・
大
崎
市
・
白
石
市
・

角
田
市
）
で
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど

の
街
頭
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
度
の
行
事
と
し
て
は
、

九
月
十
四
日
に
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
で
、

若
年
認
知
症
の
つ
ど
い「
翼
」に
よ
る『
認

知
症
当
事
者
の
思
い
＆
翼
合
唱
団
コ
ン
サ

ー
ト
』
の
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、
多
く

の
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

家
族
の
会
の
こ
れ
か
ら

　
ど
ん
な
に
認
知
症
に
対
す
る
社
会
的
理

解
や
支
援
が
進
ん
で
も
、
今
な
お
困
難
な
介

護
に
苦
闘
し
て
い
る
人
た
ち
が
大
勢
お
ら

れ
る
こ
と
が
現
実
で
あ
り
、
そ
の
介
護
へ
の

支
援
を
巡
る
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
で
は
要
支

援
の
人
が
介
護
給
付
か
ら
外
さ
れ
、
利
用
者

二
割
負
担
に
加
え
、
三
割
負
担
ま
で
も
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
訪
問
介
護
の
家
事
援

助
を
自
己
負
担
と
す
る
案
な
ど
「
負
担
増
・

給
付
削
減
」
の
動
き
は
、「
介
護
の
社
会
化
」

に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、「
認

知
症
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
介
護
す
る
側
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
守

ら
れ
日
々
の
暮
ら
し
が
安
穏
に
続
け
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
謳
う
「
家
族
の
会

の
理
念
（
左
記
参
照
）」
を
掲
げ
て
「
介
護

の
社
会
化
」
を
強
く
求
め
て
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
認
知
症
高
齢
者
の

現
状
と
推
移
等

　
国
の「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略（
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
平
成
二
十
七
年
一
月

二
十
七
日
作
成
」
に
よ
り
ま
す
と
、
我
が

国
に
お
け
る
認
知
症
の
人
の
数
は

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）
に
約

四
百
六
十
二
万
人
で
、
六
十
五
歳
以
上
高

齢
者
の
約
七
人
に
一
人
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
正
常
と
認
知
症
と
の
中
間
の
状
態

の
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
推
計
さ

れ
る
約
四
百
万
人
と
合
わ
せ
る
と
、

六
十
五
歳
以
上
高
齢
者
の
約
四
人
に
一
人

が
認
知
症
の
人
又
は
そ
の
予
備
軍
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
数
は
高
齢
化

の
進
展
に
伴
い
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
新
た
な
推
計
に
よ
り
ま
す
と
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以
上

と
な
る
二
〇
二
五
年
（
平
成
三
十
七
年
）

に
は
、
認
知
症
の
人
だ
け
で
も
約
七
百
万

人
前
後
に
な
り
、
六
十
五
歳
以
上
高
齢
者

に
対
す
る
割
合
は
約
五
人
に
一
人
に
上
昇

す
る
見
込
み
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
宮
城
県
に
お
い
て
も
「
宮
城
県

若
年
性
認
知
症
実
態
把
握
調
査
報
告
書（
平

成
二
十
八
年
三
月
作
成
）」に
よ
り
ま
す
と
、

県
内
の
認
知
症
高
齢
者
の
数
は
二
〇
一
五

年
（
平
成
二
十
七
年
）
の
約
九
万
人
か
ら

二
〇
二
五
年
（
平
成
三
十
七
年
）
に
は
約

十
三
万
人
～
約
十
四
万
人
と
一・
四
倍
～

一・
五
倍
に
増
え
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
人
の
増
加

は
、
今
や
世
界
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
中
で
も
我
が
国
は
世
界
で
最
も
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
認
知
症
の
人
を
単
に
支
え
ら

れ
る
側
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症

の
人
に
寄
添
い
な
が
ら
、
認
知
症
の
人
が

認
知
症
と
と
も
に
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
の
介
護
と
は

　
下
記
の
本
は
、「
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
」が
二
〇
〇
九
年（
平
成
二
十
一
年
）

十
二
月
に
発
行
し
た
本
で
す
。こ
の
当
時
、

介
護
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
の
介
護
殺
人
や

介
護
心
中
が
増
え
ま
し
た
。
一
度
は
相
手

を
殺
そ
う
と
し
た
「
家
族
の
会
」
の
介
護

家
族
が
、
そ
れ
を
思
い
と
ど
ま
り
、
い
ま

極
限
の
状
態
に
あ
る
人
た
ち
に
「
苦
し
く

て
も
死
な
な
い
で
！
殺
さ
な
い
で
！
」
と

必
死
に
呼
び
か
け
る
渾
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

集
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
八
年
後
の
現
在

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
長
年
連
れ
添
っ
て
き

た
配
偶
者
や
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
親
を

長
年
の
介
護
の
末
に
疲
れ
切
っ
て
殺
し
て

し
ま
う
も
の
で
す
。

　
も
と
も
と
愛
情
や
責
任
感
を
持
っ
て
介

護
に
あ
た
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
い
つ

し
か
、
死
ん
で
し
ま
い
た
い
、
相
手
を
殺

し
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
悲
惨
な
状
態
に

陥
っ
て
し
ま
っ
て
の
結
果
で
す
。
特
に
、

認
知
症
の
人

の
場
合
は
常

時
目
を
離
せ

な
い
こ
と
か

ら
家
族
の
負

担
は
並
大
抵

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
の
十
年
間
の
介
護

体
験
で
も
、
呆
け
て
し

ま
っ
た
母
の
世
話
に
手
を
焼
き
、
排
泄
介

助
な
ど
で
は
理
性
を
亡
く
し
た
母
か
ら
罵

声
を
浴
び
せ
ら
れ
、
こ
ち
ら
も
カ
ッ
と
な

り
、
怒
鳴
り
返
し
、
早
く
死
ん
で
ほ
し
い

と
願
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

私
は
介
護
の
た
め
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
収
入
が
途
絶
え
る
一

方
、
介
護
に
は
お
金
が
か
か
る
こ
と
か
ら

母
へ
の
憎
し
み
は
ま
す
ま
す
募
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
辛
い
気
持
ち
を
誰
か
に
訴
え

よ
う
と
し
て
も
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
先
の
見
え
な
い
介

護
に
、
独
り
悶
々
と
し
て
い
た
時
に
、
新

聞
で
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の
存

在
を
知
り
、
そ
れ
が
「
家
族
の
会
」
と
の

出
会
い
で
し
た
。

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
と
は

　
家
族
の
会
は
、
正
式
に
は
「
公
益
社
団

法
人 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
と
言

い
、
今
か
ら
三
十
七
年
前
の
一
九
八
〇
年

（
昭
和
五
十
五
年
）
一
月
に
京
都
市
で
結

成
さ
れ
、宮
城
県
支
部
は
一
九
九
五
年（
平

成
七
年
）
十
月
に
全
国
の
三
十
六
番
目
の

支
部
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
家
族
の
会

は
現
在
、
全
国
の
四
十
七
都
道
府
県
全
部

特  

集公
益
社
団
法
人 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

宮
城
県
支
部
代
表 

佐
藤
年
夫

公益社団法人認知症の人と家族の会

理　　念
　認知症になったとしても、介護する側
になったとしても、人としての尊厳が守
られ日々の暮らしが安穏に続けられなけ
ればならない。
　認知症の人と家族の会は、ともに励ま
しあい助けあって、人として実りある人
生を送るとともに、認知症になっても安
心して暮らせる社会の実現を希求する。

認
知
症
介
護
家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て
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認
で
き
た
時
「
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち

は
目
標
に
向
け
て
一
人
で
自
然
と
進
ん

で
い
き
ま
す
」
と
土
佐
理
事
長
は
笑
顔

で
話
さ
れ
ま
す
。

¥発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち

学
習
支
援
を
始
め
て
16
年
、
当
初
、

学
習
用
教
材
は
土
佐
理
事
長
の
車
の
ト

ラ
ン
ク
に
収
ま
る
程
度
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
今
で
は
教
室
の
壁
一
面
に
並
び

ま
す
。教
材
が
増
え
た
理
由
に
つ
い
て
、

生
徒
が
増
え
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
知

的
な
問
題
な
ど
で
「
学
習
面
に
不
安
の

を
始
め
ま
す
。
ど
ん
な
理
由
で
あ
れ
、

一
度
学
校
で
の
学
習
を
諦
め
て
し
ま
っ

た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
と
に
か
く

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
気
持
ち
を

味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
だ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
肯
定
感
が
つ
く
ら
れ
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
自
分
の
力
で
目
の
前
の
課

題
を
上
手
く
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
セ
ン
タ
ー
で
の

学
習
を
続
け
ら
れ
る
裏
側
に
は
、
一
人

ひ
と
り
の
異
な
る
苦
手
や
特
性
を
的
確

に
見
極
め
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
目
標
に
対
し
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
土
佐
理
事
長
の
知

識
と
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
が「
や

っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
ら

な
い
と
学
習
支
援
は
始
め
ら
れ
ま
せ

ん
。「
高
校
中
退
者
や
学
校
に
行
っ
て

い
な
い
子
に
や
る
気
を
持
た
せ
る
の
は

大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
」
と

土
佐
理
事
長
。
セ
ン
タ
ー
で
は
3
カ
月

に
1
度
、
本
人
・
家
族
・
土
佐
理
事
長

の
三
者
で
面
談
を
行
な
い
、
成
長
の
確

認
や
目
標
の
共
有
を
行
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
親
と
子
ど
も
で
お
互
い
の
気

持
ち
を
伝
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て

い
る
そ
う
で
、
お
互
い
の
思
い
を
再
確

自
分
の
ペ
ー
ス
で

　
　
　
一
歩
ず
つ

セ
ン
タ
ー
は
自
由
登
校
制
で
す
。
時

間
割
は
な
く
、
服
装
自
由
、
週
に
何
回

登
校
し
な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
っ
た

決
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
高
卒
認
定
試
験
な
ど
自
分
の
目

標
に
向
け
自
身
で
考
え
、
計
画
的
に
セ

ン
タ
ー
に
通
い
課
題
に
励
み
ま
す
。「
自

分
の
ペ
ー
ス
が
で
き
る
と
自
立
に
対
し

て
と
て
も
近
道
に
な
る
。
だ
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
は
“
自
分
の
ペ
ー
ス
で
お

い
で
”
と
話
し
て
い
ま
す
」
と
に
こ
や

か
に
話
す
土
佐
理
事
長
か
ら
は
、
学
習

支
援
だ
け
で
な
く
自
立
に
向
け
て
自
発

性
を
養
い
た
い
と
い
う
思
い
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
途
中
で
辞
め
る
こ
と
な
く
通
い

続
け
る
そ
う
で
す
。
そ
の
秘
訣
を
伺

う
と
「
ユ
ー
ス
で
の
学
習
は
、
特
に

最
初
の
２・
３
カ
月
は
解
け
る
問
題
し

か
出
し
ま
せ
ん
」
と
土
佐
理
事
長
。
生

徒
の
肯
定
感
を
育
む
こ
と
に
力
を
注

ぎ
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
本
人
の
つ
ま

づ
い
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を
見
定
め
、
一

人
ひ
と
り
に
最
適
な
段
階
か
ら
学
習

あ
る
子
ど
も
が
増
え
た
」
と
土
佐
理
事

長
は
話
さ
れ
ま
す
。
設
立
当
初
は
「
発

達
障
害
」
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
で
は

な
く
、
今
に
な
っ
て
振
り
返
る
と
知
的

に
問
題
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
子
ど
も
も

い
た
そ
う
で
す
が
、
当
時
か
ら
個
別
対

応
だ
っ
た
こ
と
や
、
障
害
に
関
す
る
勉

強
会
も
行
な
っ
て
い
た
た
め
、「
そ
う

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
学
習
指
導
に
つ

い
て
、
苦
労
し
た
と
い
う
思
い
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
土
佐
理
事
長
は
に
こ
や
か

に
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、教
育・医
療・

福
祉
の
３
領
域
の
連
携
は
子
ど
も
の
将

来
に
と
っ
て
良
い
結
果
に
繋
が
る
と
の

思
い
も
あ
り
、
実
際
に
セ
ン
タ
ー
で
は

病
院
（
主
に
精
神
科
）
や
教
育
機
関
と

も
連
携
し
て
活
動
を
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

経
験
を
伝
え
て
い
き
た
い

「
こ
れ
か
ら
は
私
が
持
っ
て
い
る
知

識
や
指
導
法
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
土
佐
理

事
長
。
指
導
法
や
生
徒
対
応
の
仕
方
、

ま
た
、
支
援
す
る
側
が
一
番
悩
む
で
あ

ろ
う
「
対
象
者
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

く
」
こ
と
に
つ
い
て
の
技
術
や
、
困
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
一
歩
踏
み
出
す

き
っ
か
け
づ
く
り
・
仕
組
み
作
り
の
方

法
を
伝
え
て
い
け
た
ら
と
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
見
据
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
し
た
。

土
佐
理
事
長
は
「
不
登
校
や
高
校
中

退
者
に
関
す
る
問
題
は
、家
族
や
学
校
、

本
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
社
会
全
体

の
問
題
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
教
育
の
機

会
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
将
来
就
職
が

困
難
に
な
る
、
生
活
に
困
る
と
い
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
浮
か
び
ま
す
。
不

登
校
児
や
高
校
中
退
者
へ
の
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
国
全
体
で
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
話
す
土
佐
理

事
長
か
ら
は
、
今
だ
け
で
は
な
く
将
来

を
見
据
え
、
子
ど
も
た
ち
の
進
路
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

暖
か
い
思
い
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
の
セ

ン
タ
ー
や
土
佐
理
事
長
の
活
躍
に
期
待

が
膨
ら
む
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
そ
れ
で

は
い
け
な
い
と
思
い
、
活
動
を
始
め

ま
し
た
」
と
土
佐
理
事
長
。
高
校
を

中
退
し
た
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に

対
し
、
高
卒
の
資
格
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
、
ま
た
そ
の
た
め
の
方
法
な

ど
の
正
し
い
情
報
を
提
供
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
平
成
13
年
に
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
そ
う
で
す
。

当
初
、
活
動
の
メ
イ
ン
は
高
校
中

退
者
や
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
進
路

説
明
会
で
あ
り
、
高
卒
認
定
の
取
り

方
や
通
信
教
育
、
定
時
制
高
校
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
説
明
会
を
続
け
る
う
ち
に
、
保

護
者
の
方
々
か
ら
「
セ
ン
タ
ー
で
学

習
指
導
は
で
き
な
い
か
」
と
話
が
あ

り
、
平
成
14
年
度
よ
り
本
格
的
な
学

習
支
援
が
始
ま
り
、
現
在
は
進
路
に

関
す
る
説
明
会
や
相
談
会
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
学
習
支
援
な
ど
を
年
間
を

通
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

高
校
を
中
退
す
る
と
何
が
問
題
な

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
学
歴
が
「
中

卒
」
と
な
る
た
め
将
来
へ
の
進
路
が

難
し
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
義
務
教

育
と
は
異
な
る
「
社
会
へ
自
立
す
る

た
め
の
教
育
の
機
会
」
が
失
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
道
徳
的
な
こ
と
や
自

分
の
特
性
的
な
こ
と
へ
の
理
解
も
難

子どもたちの将来を見つめて
～不登校児・高校中退者への学習支援～

近
年
の
都
道
府
県
別
不
登
校
児
童

生
徒
数
に
お
い
て
、
宮
城
県
は
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
平
成
27
年

度
に
は
1
，0
0
0
人
当
た
り
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
が
17
・
4
人
と
全
国

で
1
番
多
い
人
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
高

校
へ
進
学
し
な
い
、
進
学
を
し
て
も

辞
め
て
し
ま
う
子
ど
も
も
多
く
、
高

校
中
退
者
に
つ
い
て
も
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
宮
城
県
内
の
不
登
校
児
や

高
校
中
退
者
へ
の
学
習
支
援
を
行
な

っ
て
い
る
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ミ
ヤ
ギ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
以
下　

セ
ン
タ
ー
）
の
土
佐
理
事
長
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

ハートアンドワークス

▲�土佐理事長

お問い合わせ先

特定非営利活動法人
ミヤギユースセンター
TEL：022（256）7977
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現
在
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い

多
賀
城
市
役
所
の
設
置
通
訳
員
を
し
て

い
ま
す
。
主
な
業
務
は
、
手
話
の
奉
仕
員

養
成
講
座
の
講
師
協
力
員
と
し
て
手
話
講

座
の
補
助
、
市
役
所
で
の
窓
口
対
応
、
病

院
な
ど
へ
の
同
行
を
し
て
い
ま
す
。
個
人

へ
の
対
応
が
主
で
あ
り
、
市
役
所
に
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
聴
覚
障
害
者
の
方
の
用
件
を

伺
い
、
適
切
な
課
に
一
緒
に
行
っ
て
通
訳

を
し
た
り
、
書
類
の
確
認
や
説
明
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
外
に
行
く
業

務
で
は
病
院
へ
の
同
行
が
多
く
、
医
師
と

聴
覚
障
害
者
の
方
の
間
に
入
り
通
訳
を
行

っ
て
い
ま
す
。

他
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の

追
悼
式
な
ど
、
市
の
行
事
を
行

う
際
に
は
要
望
が
あ
れ
ば
通
訳

業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

手
話
を
始
め
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

手
話
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

若
い
聴
覚
障
害
者
の
夫
婦
と
の

出
会
い
で
す
。

元
々
転
勤
族
で
、
宇
都
宮
市

に
引
っ
越
し
を
し
た
際
、
地
域

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
入

り
、
そ
こ
で
若
い
聴
覚
障
害
者

の
夫
婦
も
一
緒
に
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。そ
の
時
、初
め
て「
手

話
」
と
い
う
も
の
を
間
近
で
見

ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
、
少
人
数
で
い
る
時
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

で
十
分
で
し
た
が
、
例
え
ば
忘
年
会
な
ど

の
大
人
数
が
集
ま
る
場
で
は
、
そ
の
ご
夫

婦
だ
け
蚊
帳
の
外
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
公

民
館
で
ミ
ニ
手
話
講
座
を
開
催
す
る
と
知

り
、
参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
手
話
を

学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
格
的
に
手
話
の
講
座
を
受
講
し
始
め

た
の
は
、
宮
城
県
に
き
て
か
ら
で
す
。
10

年
程
前
に
手
話
通
訳
者
全
国
統
一
試
験
に

合
格
し
、
手
話
通
訳
者
の
資
格
を
取
得
し

て
か
ら
は
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
依
頼
に

応
じ
て
手
話
通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
場
面
を
教
え
て
く

だ
さ
い

手
話
通
訳
は
人
間
対
人
間
の
関
わ
り
で

あ
り
、
相
手
の
生
活
が
よ
り
生
活
し
や
す

く
な
る
為
の
仕
事
で
す
。
通
訳
を
終
え
た

後
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
し
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
良

か
っ
た
、と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。ま
た
、

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
、
私
を

頼
り
に
し
て
来
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
そ
う
い
う
時
は
嬉
し
い
で

す
ね
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
今
の

仕
事
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
で
す
が
、

完
璧
と
い
う
こ
と
が
な
い
の
で
、
通
訳
後

は
い
つ
も
「
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
通
訳

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
反
省
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
。

手
話
通
訳
を
す
る
際
に
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か

手
話
単
語
は
、
カ
タ
カ
ナ
語
な
ど
、
１

年
に
２
０
０
語
か
そ
れ
以
上
に
増
え
ま
す

し
、
法
律
や
条
例
も
改
正
な
ど
が
あ
る
た

め
、
覚
え
る
努
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
が
知
っ
て
い
る
手
話
単
語

を
、
相
手
の
方
も
必
ず
知
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
通
訳
時
に
使
う
手
話
単

語（
表
現
）を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

私
た
ち
健
聴
者
※
も
、
高
齢
の
方
と
若
い

方
で
生
活
様
式
が
違
い
ま
す
し
、
話
す
内

容
や
使
う
言
葉
・
表
現
は
異
な
り
ま
す
よ

ね
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
手
話
も
世
代

に
よ
っ
て
使
う
単
語
や
表
現
が
異
な
り
ま

す
。
通
訳
を
す
る
際
に
、
内
容
を
変
え
ず

に
相
手
に
伝
わ
る
表
現
を
す
る
こ
と
を
心

が
け
、
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

同
じ
仕
事
を
目
指
す
方
へ
一
言
お
願
い

し
ま
す

昨
今
、
手
話
通
訳
者
の
需
要
が
増
え
て

い
る
の
に
対
し
、
人
材
は
不
足
し
て
い
る

状
況
で
す
。
手
話
は
１
つ
の
言
語
で
あ
り
、

習
得
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
話
通
訳
者
と
は
、
相
手
の
生
活
に
関
わ

る
責
任
の
あ
る
仕
事
で
す
が
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
仕
事
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
途
中
で
諦
め
ず
に
学
び
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
手
話
に
触
れ
て

い
た
だ
き
、
手
話
の
素
晴
ら
し
さ
を
一
緒

に
感
じ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

※
健
聴
者
…
聴
覚
に
障
害
の
な
い
人

障
害
者
雇
用
の
強
化

平
成
28
年
4
月
の
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
に
よ

っ
て
、
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
募
集
採
用
か

ら
退
職
ま
で
に
至
る
間
の
全
て
の
差
別
を
禁
止
し
、
さ

ら
に
疾
病
や
障
害
の
あ
る
従
業
員
に
対
し
て
、
全
て
の

事
業
所
は
障
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
訴
え
に
対
し
合
理

的
配
慮
の
提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
平
成
30
年
4
月
に
は
、
精
神
障
害
者
の
雇
用

義
務
化
が
控
え
て
お
り
、
現
在
、
民
間
企
業
に
定
め
ら

れ
て
い
る
障
害
者
雇
用
率
が
さ
ら
に
0
・
2
％
引
き
上

げ
ら
れ
て
2
・
2
％
に
な
る
予
定
で
す
。

企
業
の
障
害
者
雇
用
に
対
し
て
の
マ
イ
ン
ド
の
変
化

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
ご
く
普

通
に
同
じ
職
場
で
働
け
る
よ
う
に
な
る
社
会
を
目
指
し

て
の
取
り
組
み
で
す
が
、
企
業
の
障
害
者
雇
用
に
対
し

て
の
考
え
方
も
従
来
と
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、

障
害
の
あ
る
人
の
採
用
配
置
や
離
職
の
防
止
に
積
極
的

に
取
り
組
む
企
業
が
増
加
し
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

特
に
大
企
業
を
中
心
に
し
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
障

害
者
雇
用
を
き
っ
か
け
と
し
て
単
な
る
社
会
貢
献
の
域

を
超
え
て
、
作
業
方
法
や
教
育
方
法
を
見
直
す
こ
と
に

よ
っ
て
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
企
業
も
表
れ

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
日
本
の
企
業
活
動
や

経
営
の
効
率
化
を
極
度
に
推
し
進
め
て
き
た
組
織
変
革

に
よ
っ
て
人
員
の
配
置
に
余
裕
が
な
く
、
障
害
の
あ
る

人
た
ち
の
教
育
や
対
応
に
苦
慮
す
る
企
業
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
か
ら
の
支
援
ニ
ー
ズ
も
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
障
害
者
を
送
り
出
す
全
て
の
就
労
支
援

機
関
か
ら
の
積
極
的
な
支
援
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

宮
城
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

宮
城
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
当
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
）
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
と
も
に
国
の
実
施
す
る

障
害
者
の
雇
用
支
援
を
地
域
に
お
い
て
行
な
う
専
門
の

支
援
機
関
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、障
害
の
あ
る
人
の
職
業
評
価
（
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）
や
就
職
や
職
場
復
帰
す
る
た
め
の
各
種

の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
就
職
後
の
職
場
定
着
を
目
的
と

し
た
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
企

業
に
対
し
て
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
新
規
雇
い
入
れ
や

職
場
定
着
、
職
場
復
帰
に
つ
い
て
各
種
の
支
援
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
や
発
達
障
害
が
あ
る
人
へ
の
支
援

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
う
つ
病
や
適
応
障
害
な
ど
の
精

神
障
害
や
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
な
ど
の
発
達
障
害
の

あ
る
利
用
者
の
割
合
が
、
全
体
の
約
7
割
程
度
を
占
め

る
ま
で
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
障
害
が
あ
る
人
の
専
門
の

窓
口
で
あ
る
専
門
援
助
部
門
の
登
録
者
と
比
較
し
て
も

高
い
割
合
で
す
。
こ
れ
ら
の
精
神
・
発
達
障
害
の
あ
る

人
に
対
し
て
は
、
一
人
ず
つ
異
な
る
障
害
特
性
を
踏
ま

え
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
本
人
を

主
体
と
し
た
支
援
を
行
な
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
業
務
に
お

い
て
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
障
害
の
あ

る
方
だ
け
で
な
く
、
企
業
に
対
し
て
の
支
援
も
行
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

このコーナーでは福祉の職場で働く
キラリ☆と光る人を紹介します

今号では、
多賀城市役所で手話通訳員と

して働く、
鈴木美佐子さんにお話を

伺いました。

キラリ仕事人

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
宮城支部　宮城障害者職業センター
〒983-0836　仙台市宮城野区幸町４丁目６－１
電話：022-257-5601
e-mail : miyagi-ctr@jeed.or.jp
web：www.jeed.or.jp/location/chiiki/miyagi/

お問い合せ

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　
宮城支部　宮城障害者職業センター

ひと まち こころ

障害のある人がごく普通に
同じ職場で働ける社会の実現のために
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みやぎボランティア総合センターから
ボランティア活動や防災活動、福祉教育など

さまざまな情報を発信しますちいきをつなぐ
昨
今
、
高
齢
化
が
進
み
、
山
間
部

だ
け
で
な
く
都
市
部
で
も
交
通
手
段

が
な
く
買
い
物
や
病
院
に
行
け
な
い

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
に
は
体
力
的
な
不
安
か
ら
外
出
す

る
こ
と
が
難
し
い
住
民
が
多
く
い
る

な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
生
活

課
題
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
ら

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
生
活
課

題
に
対
し
て
危
機
感
を
募
ら
せ
打
開

し
よ
う
と
挑
戦
す
る
取
り
組
み
が
各

所
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
買
い
物
難
民
※
化
し

て
い
る
住
民
の
た
め
に
、
地
元
住
民

が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
地
域
課
題

解
決
に
取
り
組
む
「
那
智
が
丘
野
菜

市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
!

名
取
市
那
智
が
丘
は
、
緑
豊
か
で
眺

望
の
良
い
閑
静
な
住
宅
地
で
す
。
一
方

で
、
商
店
が
な
く
、
丘
陵
地
か
ら
麓
の

ス
ー
パ
ー
ま
で
車
で
買
い
物
に
行
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
車
が
無
い

方
や
足
の
不
自
由
な
高
齢
の
方
な
ど

は
、
買
っ
た
も
の
を
自
宅
ま
で
持
ち
帰

れ
な
い
事
が
大
き
な
生
活
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

「
こ
う
し
た
那
智
が
丘
の
状
況
を
見

過
ご
せ
な
い
。
買
い
物
に
不
自
由
さ
を

感
じ
て
い
る
住
民
の
た
め
に
、
自
分
た

ち
の
出
来
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

!
」
と
地
域
住
民
が
始
め
ら
れ
た
取
り

組
み
が
「
那
智
が
丘
野
菜
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
す
。
新
鮮
な
野
菜
を
月
2
回
、

那
智
が
丘
4
丁
目
公
園
で
販
売
し
て
お

り
、
足
の
不
自
由
な
シ
ニ
ア
世
代
の
住

民
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

つ
な
が
り
合
う
場

土
砂
降
り
の
雨
が
降
っ
て
い
た
10

月
某
日
、
名
取
市
那
智
が
丘
の
集
会
所

の
扉
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
沢
山
の

野
菜
を
熱
心
に
見
比
べ
る
買
い
物
客
が

集
っ
て
い
ま
し
た
。「
あ
ら
久
し
ぶ
り
、

元
気
に
し
て
た
?
」「
ど
れ
も
美
味
し

そ
う
で
迷
っ
ち
ゃ
う
わ
」
な
ど
お
し
ゃ

べ
り
が
弾
み
、
な
ん
と
も
賑
や
か
な
光

景
で
す
。
13
時
30
分
か
ら
開
始
の
野
菜

市
で
す
が
、
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
る
買

い
物
客
が
入
れ
替
わ
り
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
顔
見
知
り
同
士
の
よ
う

で
、
夕
飯
の
献
立
の
相
談
を
し
た
り
、

野
菜
の
調
理
法
を
確
認
し
あ
っ
た
り
、

買
い
物
だ
け
で
な
い
情
報
交
換
の
場
と

し
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
す
。
野
菜

市
と
同
時
に
行
な
わ
れ
る
「
お
茶
し
ま

し
ょ
の
会
」
で
は
、
野
菜
市
で
購
入
し

た
野
菜
を
手
に
、
住
民
の
方
々
が
美
味

し
い
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
、
近
況
報

告
を
し
て
い
ま
し
た
。
顔
の
見
え
る
関

係
が
築
け
た
こ
と
に
よ
り
「
自
分
の
出

来
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
や
っ
て
あ
げ
よ

う
」
と
、
家
ま
で
野
菜
を
届
け
る
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
み
ん
な
、
つ

な
が
り
を
求
め
て
い
る
の
で
す
」
と
語

る
の
は
、
代
表
の
高
橋
さ
ん
。
こ
の
野

菜
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
野
菜
の
提

供
先
を
拡
大
す
る
た
め
の
栽
培
教
室
、

珍
し
い
野
菜
の
栽
培
に
挑
戦
、
農
家
見

学
・
研
修
で
野
菜
の
知
識
を
増
や
し
た

り
、
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室

や
小
学
校
の
バ
ザ
ー
に
野
菜
を
提
供
す

る
な
ど
、
地
元
を
巻
き
込
む
こ
と
も
熱

心
で
す
。

野
菜
市
を
運
営
す
る
高
橋
代
表
と
そ

の
仲
間
の
皆
さ
ん
は
、
60
〜
70
代
の
シ
ニ

ア
世
代
。
定
年
後
の
地
域
貢
献
意
欲
に
あ

ふ
れ
る
シ
ニ
ア
層
の
方
々
は
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
橋
代
表
は
、「
野

菜
市
を
必
要
と
し
て
い
る
住
民
も
、
我
々

も
同
じ
シ
ニ
ア
世
代
。
今
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
地
域
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
こ
と

は
、
決
し
て
他
人
の
た
め
で
な
く
、
い
ず

れ
将
来
の
自
分
た
ち
の
た
め
に
な
る
こ

と
。
利
息
が
つ
い
て
お
釣
り
が
く
る
く
ら

い
の
取
り
組
み
だ
」
と
、
そ
の
強
い
思
い

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「（
買
い
物
難
民
に
限
ら
ず
）
地
域
の

課
題
に
取
り
組
む
ほ
ど
、
や
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
次
々
と
見
え
て
く
る
。

様
々
な
支
援
団
体
と
手
を
組
み
な
が
ら
、

取
り
組
み
を
広
げ
深
め
て
い
き
た
い
」

と
お
っ
し
ゃ
る
高
橋
代
表
。
地
域
の
身

近
な
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
て
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
や
住
民
の
方
々
が
手

を
取
り
合
い
、
地
域
の
支
え
合
い
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
様
子
が
伺
え
る
取
り

組
み
で
し
た
。（
宮
城
県
社
協
取
材
）

※�「
買
い
物
難
民
」
…
交
通
手
段
が
な
い
、
体
力

的
に
外
出
が
難
し
い
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
食

料
品
や
生
活
必
需
品
の
買
い
物
に
困
る
人
々

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

の
活
躍

那
智
が
丘
野
菜
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
“
自
分
た
ち
が
出
来
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
”
支
え
合
い
の
取
り
組
み
～

▲野菜市は、晴れていれば４丁目公園で開催します。
ヤーコンや菊芋、さつま芋が美味でした！

市町村社協のここがイチオシ!!

地域住民が広く社協事業を理解し、関心を高めていただくためには、広報紙での情報発
信は有効な手段のひとつとなります。今号では、広報紙を使って、住民にとって身近な存
在であろうと努めている大衡村社会福祉協議会（以下「大衡村社協」）の取組みを紹介し
ます。

大衡村
社会福祉協議会

社協職員が行く！地域の“素敵”探し
～大衡村社会福祉協議会における広報の取組み～

〈
素
敵
な
村
民
を
ご
紹
介
〉

大
衡
村
社
協
が
発
行
す
る
広
報
紙
の
中

で
、
ひ
と
際
目
を
引
く
コ
ー
ナ
ー
「
齊
藤
が

行
く
。」
は
、
大
衡
村
社
協 

齊
藤
秀
和
事
務

局
次
長
が
自
ら
地
域
に
出
向
き
、
村
内
の
輝

く
人
々
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
今
ま

で
取
り
上
げ
て
き
た
の
は
、
民
謡
文
化
を
継

承
し
て
い
る
方
、
か
す
み
草
を
栽
培
し
て
い

る
方
、
村
出
身
の
画
家
な
ど
、
分
野
は
福
祉

に
限
り
ま
せ
ん
。回
を
重
ね
て
い
く
ご
と
に
、

役
員
や
評
議
員
の
方
、
関
係
団
体
か
ら
「
こ

ん
な
人
が
い
る
よ
」
と
推
薦
の
声
が
挙
が
っ

て
く
る
よ
う
に
な
り
、
広
報
紙
が
注
目
さ
れ

は
じ
め
ま
し
た
。

〈
顔
の
見
え
る
関
係
へ
〉

こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
25

年
10
月
。
住
民
に
社
協
職
員
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
西
村
眞
由
美
事
務
局
長
の

思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
齊
藤
次

長
は
村
外
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま

り
住
民
の
方
々
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
今
で
は
住
民
の
方
か
ら
「『
齊
藤
が

行
く
。』
の
齊
藤
さ
ん
だ
！
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
社
協
職
員

に
と
っ
て
住
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は

と
て
も
大
切
な
事
。
取
材
を
通
し
て
仲
良
く

な
っ
た
方
も
増
え
ま
し
た
。
何
よ
り
も
た
く

さ
ん
の
人
に
出
会
え
た
こ
と
が
大
き
な
財
産

で
す
」
と
齊
藤
次
長
。
地
域
住
民
と
の
距
離

が
縮
ま
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

〈�

住
民
に
と
っ
て
福
祉
が
身
近
に
な
る

よ
う
に
〉

広
報
紙
作
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
源
で
あ
る

と
い
う
西
村
事
務
局
長
は
、「
身
近
な
と
こ

ろ
に
素
敵
な
人
、
場
所
、
取
組
み
と
い
っ
た

資
源
が
あ
る
こ
と
を
住
民
の
み
な
さ
ん
に
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
、
社
協
職
員
の
こ
と
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
社
協
職
員
も

社
協
だ
よ
り
も
、
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
も

の
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
衡
村
社
協
で
は
、
西
村
事
務
局
長
が
よ

く
話
さ
れ
る
「
一
人
の
不
幸
も
出
さ
な
い
」、

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
職

員
み
ん
な
が
「
気
づ
き
」
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
職
員
自
ら
が
地
域
に
出
向
き
、
新
し

い
“
素
敵
”
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
生
活
課
題
に
対
し
て
の
気
づ
き
の
力
も

養
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
受
け
継
が
れ
た
思
い
〉

３
年
以
上
続
い
た
齊
藤
次
長
の
連
載
は
、

残
念
な
が
ら
平
成
29
年
４
月
号
を
持
っ
て
終

了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
衡
村

社
協
の
独
自
の
広
報
を
作
り
続
け
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
同
年
４
月
に
入
職
し
た
職
員

２
名
に
よ
る
「
お
お
ひ
ら
探
検
隊
」
が
７
月

号
よ
り
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。探
検
隊
は
、

齊
藤
次
長
と
同
じ
よ
う
に
自
ら
村
内
を
探
検

し
、
村
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
地
元
出
身
な
が
ら
知
ら
な
い
所
が
多
く
、

新
た
な
発
見
が
多
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

た
の
は
、探
検
隊
の
一
人
で
あ
る
相
澤
主
事
。

生
ま
れ
育
っ
た
村
を
改
め
て
じ
っ
く
り
見
る

機
会
と
な
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
れ
る
と

言
い
ま
す
。
今
後
も
、
大
衡
村
社
協
が
住
民

の
み
な
さ
ん
に
届
け
る
新
し
い
素
敵
な
発
見

と
、
思
い
に
注
目
し
て
い
ま
す
！

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

大衡村

大衡村社会福祉協議会

人口／５,８８４人
　　（平成２９年１０月末日現在）
社協職員数／１６人

地域福祉サービスの充実や軽度
生活援助事業等ボランティア活動
の支援強化に努め、地域住民の
参加を得ながら、誰でも安心、安全に暮らせる福祉のまちづ
くりを推進しています。

▲地域住民で構成されている広報部会のみなさん
に貴重なご意見をいただきながら、時間を掛け
て丁寧に作成しています。
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の宮城
復興

いま

本
会
で
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
に
お
応
え
し
ま
す

宮
城
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
、「
職
員
を
採
用
し
た
い
」
社
会
福
祉
施
設
・
事
業

所
と
「
福
祉
分
野
に
就
職
し
た
い
」
求
職
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
「
福
祉
人
材
無

料
職
業
紹
介
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
県
が
実
施
す
る
県
内
の

介
護
分
野
の
人
材
確
保
・
育
成
及
び
定
着
を
図
る
事
業
と
し
て
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
受
講
料
等
の
補
助
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お問い合わせ先／宮城県社会福祉協議会　宮城県福祉人材センター
　　　　　　　　電話番号:022-262-9777　　ホームページURL:http://www.miyagi-sfk.net/

介
護
事
業
所
に
お
い
て
新
た

に
介
護
職
員
を
採
用
し
た
の

で
す
が
、
当
該
職
員
は
介
護

資
格
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
業
務
に

従
事
し
な
が
ら
介
護
職
員
初
任
者
研
修

を
受
講
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。
受
講

料
な
ど
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
詳
し
く
教
え
て
下
さ
い
。

宮
城
県
で
は
、
新
た
に
無
資

格
の
方
を
介
護
職
員
と
し
て

採
用
す
る
法
人
に
対
し
補
助

金
の
交
付
を
行
っ
て
お
り
、
本
会
が
申

請
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

平
成
30
年
2
月
末
ま
で
に
、
宮
城
県
内

の
対
象
施
設
に
お
い
て
、
新
た
に
無
資

格
の
方
（
平
成
30
年
3
月
末
ま
で
に
介

護
職
員
初
任
者

研
修
を
修
了
す

る
見
込
み
の
方
）

を
介
護
職
員
と

し
て
採
用
す
る

介
護
事
業
所
を

運
営
す
る
法
人
。

対
象
施
設:

介
護

老
人
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健

施
設
、
通
所
介
護
事
業
所
な
ど

【
補
助
内
容
】

○�

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
料

・１
人
当
た
り
上
限
12
万
３
千
円
（
研

修
旅
費
は
除
く
）

○�

代
替
職
員
の
人
件
費
相
当
分

・
通
学
の
場
合
1
人
当
た
り
定
額

14
万
５
千
円

・
通
信
の
場
合
１
人
当
た
り
定
額

10
万
円

本
事
業
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
の

手
続
き
と
し
て
は
、
計
画
書
の
提
出
→

補
助
金
交
付
申
請
→
実
績
報
告
→
補
助

金
請
求
→
交
付
と
な
り
ま
す
。
書
類
は

補
助
金
請
求
を
除
き
、
本
会
宮
城
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
ま
す
。

な
お
、
募
集
要
領
の
詳
細
な
ど
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
福
祉
の
仕
事
「
宮

城
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
」

−

平
成
29

年
度
介
護
人
材
確
保
支
援
事
業
）
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

不
明
な
点
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

下
記
連
絡
先
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＱＡ

平
成
28
年
12
月
に
宮
城

県
社
協
が
開
催
し
た
「
第

24
回
宮
城
県
シ
ニ
ア
美
術

展
」
工
芸
部
門
に
お
い
て

優
秀
賞
を
受
賞
、
ま
た
、

昨
年
9
月
9
日
か
ら
12
日
ま
で
秋
田
県
で
開
催

さ
れ
た
「
第
25
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田

2
0
1
7
」
美
術
展
の
工
芸
の
部
に
出
展
し
、

銀
賞
を
受
賞
し
た
阿
達
と
し
子
さ
ん
（
仙
台
市

泉
区
在
住
・
70
歳
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

阿
達
さ
ん
が
銀
賞
に
輝
い
た
「
豊
穣
の
秋
」

（
大
根
の
絵
）
と
題
し
た
裂
（
き
れ
）
の
絵
は
、

好
き
な
古
布
で
大
根
の
力
強
さ
、
伸
び
や
か
さ

を
表
現
し
た
か
っ
た
も
の
で
す
。
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
10
年
程
前
に
趣
味
の
習
い
事
を
し
よ

う
と
某
教
室
展
を
見
に
行
っ
た
際
に
先
生
か
ら

い
た
だ
い
た
葉
書
が
あ
り
、
そ
の
葉
書
を
見
る

度
に
布
で
絵
を
描
く
こ
と
に
新
鮮
さ
を
感
じ
、

ま
た
、
着
物
の
生
地
の
一
部
で
違
う
も
の
を
創

る
こ
と
が
衝
撃
的
だ
っ
た
こ
と
か
ら
教
室
に
入

っ
た
そ
う
で
す
。

旦
那
さ
ん
は
「
切
り
絵
」
を
創
っ
て
お
り
、

お
互
い
に
作
品
を
批
評
し
あ
い
技
術
を
高
め
て

い
る
そ
う
で
す
。
作
品
発
表
の
場
を
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展
を
勧
め
ら
れ
、

夫
婦
共
に
初
め
て
出
展
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
時

は
、「
ま
さ
か
、
本
当
に
!
」
と
驚
い
た
と
受

賞
時
の
様
子
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

作
品
は
季
節
に
あ
っ
た
物
を
見
て
年
に
5
〜

6
点
創
り
ま
す
が
、
完
成
し
て
も
イ
メ
ー
ジ
に

合
わ
な
い
と
何
度
も
創
り
直
し
、
そ
の
中
に
は

日
の
目
を
見
な
い
作
品
も
あ
る
そ
う
で
す
。
阿

達
さ
ん
は
、「
古
布
が
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た

新
し
い
形
に
変
わ
っ
て
い
く
の
が
好
き
で
す
。

布
を
は
さ
み
で
切
り
な
が
ら
絵
を
創
っ
て
い
き

ま
す
が
、
自
分
の
気
持
ち
に
ピ
タ
ッ
と
合
っ
た

時
は
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
よ
」
と
、
い
き
い

き
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
美
術
展
に
つ
い
て
は
、「
部
門
も
多

く
身
近
に
感
じ
た
し
、
も
っ
と
多
く
の
方
が
出

展
す
る
と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
受
賞
し
た
こ

と
か
ら
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
が
増

え
、や
る
気
が
出
る
し
励
み
に
な
り
ま
す
。
色
々

考
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
長
く
続
け
て

欲
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

シニアだより
いきいき
み や ぎ

■
私
た
ち
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓス

イ

ッ

チ

ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
で

は
、
被
災
地
就
労
支
援
の
一
環
と
し
て
無
料
パ

ソ
コ
ン
講
座
と
お
仕
事
相
談
会
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

■
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
の
ス
タ
ー
ト

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
は
、
平
成

23
年
３
月
２
日
、
ち
ょ
う
ど
東
日
本
大
震
災

の
一
週
間
前
に
設
立
し
ま
し
た
。
当
初
は
心
に

不
調
を
抱
え
た
若
年
者
の
「
ま
な
ぶ
」「
は
た

ら
く
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
設
置
し
、
お
も
に
精
神
疾
患
を

抱
え
た
若
者
の
就
労
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
設
立
直
後
の
震
災
に
よ
り
、
法
人

の
取
組
み
分
野
は
大
き
く
拡
大
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

■
沿
岸
部
で
の
就
労
課
題

比
較
的
復
旧
が
早
か
っ
た
仙
台
市
周
辺
部
と

比
較
し
て
、
沿
岸
部
、
特
に
死
者
不
明
者

３
６
０
０
人
以
上
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

石
巻
市
に
お
い
て
、
地
域
の
若
者
を
取
り
ま
く
環

境
は
大
き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
就
労
と
就
学
の
課
題
は
非
常
に

深
刻
で
し
た
。
住
ま
い
が
流
出
し
、
家
族
も

失
い
途
方
に
暮
れ
る
20
代
、
30
代
の
働
き
盛

り
の
方
や
、
沿
岸
部
で
被
災
し
、
内
陸
の
学

校
に
転
校
し
た
も
の
の
適
応
で
き
ず
に
応
急

仮
設
住
宅
に
引
き
こ
も
る
若
者
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
噴
出
し
て
き
ま
し
た
。

■
被
災
者
支
援
へ
の
取
組
み

そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
私
た
ち
は
「
ユ

ー
ス
サ
ポ
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ
石
巻
Ｎノ

ー

ト

Ｏ
Ｔ
Ｅ
」
を

石
巻
中
心
部
に
設
置
し
、
被
災
地
特
有
の
就

労
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

大
き
な
被
害
を
受
け
た
企
業
と
連
携
し
、「
有

給
職
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム　
バ
イ
タ
ー
ン
」
を

展
開
。
す
ぐ
に
企
業
内
で
働
き
始
め
る
こ
と
が

難
し
い
若
者
に
対
し
、
職
業
体
験
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
ゆ
る
や
か
に
企
業
と
の
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
く
伴
走
型
の
就
労
サ
ポ
ー
ト
で
、

多
く
の
若
者
と
地
域
の
雇
用
と
の
接
点
を
創
出

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
復
興

庁
こ
こ
ろ
の
復
興
事
業
の
取
組
み
と
し
て
石
巻

近
郊
に
農
園
を
展
開
し
、
仮
設
住
宅
の
奥
に
引

き
こ
も
っ
て
い
る
方
々
が
外
に
出
る
き
っ
か
け

に
す
る
た
め
の
中
間
的
就
労
の
場
と
し
て
活
用

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
張
型
就
労
支
援
と
し
て
は
、
沿
岸
部
の

応
急
仮
設
住
宅
集
会
所
を
皮
切
り
に
移
動
式

の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
実
施
し
、「
は
た
ら
く
」

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
。
運
営
に
は
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
様

や
自
治
体
、
協
力
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
様
と
も
連
携

し
、
現
在
も
気
仙
沼
地
区
、
牡
鹿
地
区
、
東

松
島
地
区
、
多
賀
城
・
塩
釜
・
七
ヶ
浜
地
区
・

岩
沼
地
区
に
て
、
被
災
地
で
就
労
課
題
を
抱

え
な
が
ら
も
な
か
な
か
外
の
出
る
き
っ
か
け
が

つ
か
め
な
い
若
者
や
高
齢
男
性
な
ど
、
幅
広
い

年
齢
層
の
多
く
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
は

石
巻
圏
域
の
高
等
学
校
２

校
と
提
携
し
、
学
校
内
に

気
軽
に
「
ま
な
ぶ
」「
は
た
ら
く
」
に
つ
い
て

相
談
が
で
き
る
定
期
的
な
窓
口
を
設
置
し
、

高
校
生
特
有
の
就
学
、
就
労
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
若
者
支
援
の
こ
れ
か
ら

私
た
ち
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ

は
、
震
災
後
の
東
北
で
本
当
の
復
興
を
目
指

す
た
め
に
は
、
地
域
の
あ
ち
こ
ち
で
埋
も
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
る
若
者
に
、
様
々
な
方
法
で
地

域
に
出
て
き
て
い
た
だ
き
、「
本
物
の
体
験
」

を
積
み
な
が
ら
、
将
来
的
に
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
若
者
が
希
望
を
持

っ
て
「
ま
な
び
」「
は
た
ら
く
」
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
寄
稿
）▲�受講者ひとりひとりのペースに合わせ

て丁寧にサポートします。

▲�パソコン講座の受講者とSwitchのスタッフ。和やかな雰
囲気に徐々に受講者の緊張もほぐれ、勉強が進みます。

被災地を訪問して
無料パソコン講座
を展開！

認定特定非営利活動法人S
ス イ ッ チ
witch

県
内
に
お
住
ま
い
の

元
気
シ
ニ
ア
を
紹
介
し
ま
す
！

▲�受賞作品と
阿達さん

▲作品を創作中の阿達さん

相談

Q&A

11
vol.595  2018年1月号
福祉みやぎ 10

vol.595  2018年1月号
福祉みやぎ


